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これが家宝だ！　大小揃いの刀450万円
刀番 万円 銘 長さcm 反り 先重 重g 登録番号 登録年元幅 元重 先幅

B4249 寿幸 64.2 1.6 5721 江戸末

目釘 時代 刃文

〇研出鮫大小拵　鮫皮を貼り、研ぐと花の様な不思議な模様が出ます。

石川28322 令7

 さび、刃こぼれなし。小杢目詰む。湾れ刃に小さい互の目。小切先。生茎。栗尻。銀製祐乗ハバキ。鞘に3ヶ所直径1～1.5cmの剥がれあり。
表「濱部見龍子壽幸(としゆき)」。裏「天保十二年八月日」。

E4248 寿幸 42.4 1.1 1 江戸末

乱 2.8 0.7 1.5 0.5

〇縦15、横106、高さ17cm

〇目貫　(大)花籠図　(小)牡丹図、金地容彫(かたちぼり)
〇鍔(つば)　　河骨(こうほね),水生植物の一種と雀図、赤銅魚子(ななこ)地　丸形。
〇大小刀のバラ売りはしません。

〇大小揃い拵刀で、同じ刀匠によるものは大変貴重です。ほとんどは別の刀匠によるものです。
〇大小共に日本美術刀剣保存協会の特別貴重刀剣認定書、拵は日本美術刀剣保存協会の甲種特別貴重認定書、がつきます。
〇天保12年　1841年　天保水滸伝、大塩平八郎の乱、高野長英、アヘン戦争。歴史のロマンは駆け巡る。家宝に最適。

B4249 特別貴重認定書 E4248 特別貴重認定書 拵大小　甲種特別貴重認定書

徳川家家紋付茶漆箱　　縦15cm 横106cm 高さ17cm

〇三葉葵の紋付、茶漆箱に大小刀が入り代々受け継がれたと推定されます。

〇刀身は研ぎ立て(令和8年1月現在)。刃文や地鉄、三ツ頭の美が鮮明に見えます。

〇三葉葵は徳川将軍家、御三家の紋です。
〇箱の下に敷く布団は地紋織。
〇約200年前の箱ですので、いくつかの漆の剥がれ、補修跡があります。
〇輸送中にも、漆の剥がれが生じる場合があります。あらかじめご了承ください。

〇頭、角。縁、百合図　後藤光美(花押)銘入り。

乱 2.7 0.7 1.8 0.5 367 東京211633 昭53

 さび、刃こぼれなし。小杢目詰む。湾れ刃に小さい互の目。小切先。生茎。栗尻。銀製祐乗ハバキ。鞘に1か所約3mmの剥がれあり。「肥前
守藤原鎮政」銘入り小柄。表「濱部見龍子壽幸(としゆき)」。裏「天保十二年八月日」。

大小共通


